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後
、
古
今
集
か
ら
後
撰
集
の
頃
に
か
け
て
田
や
㈲
に
属
す
る
段
あ
た
り
が
増
補

さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
増
補
の
時
代
に
近
く
平
価
物
語
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
平
価
物
語
で
は
、
三
十
八
段
の
後
半
の
部
分
は
、
内
容
か
ら
み
て
、
官
位

か
ら
み
て
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
以
後
に
増
補
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
だ
か
ら
、

他
の
段
は
お
よ
そ
延
長
年
間
（
九
二
三
～
九
三
〇
）
に
成
立
し
た
と
み
て
、
古

今
集
撰
進
の
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
．
か
ら
後
撰
集
撰
進
の
天
暦
五
年
（
九
五
一
）

に
か
け
て
、
こ
の
頃
に
平
価
物
語
が
成
立
し
ま
た
伊
勢
物
語
も
増
補
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
て
こ
う
い
う
ふ
う
に
成
立
の
問
題
を
考
え
、
そ
の
上
に
た
っ
て
原
伊
勢
物

語
と
考
え
ら
れ
る
諸
段
と
平
価
物
語
と
を
比
較
し
て
み
て
、
臼
と
臼
の
結
果
を

ま
と
め
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
　
平
価
物
語
に
は
二
回
以
上
の
単
位
の
連
結
ま
た
は
地
の
文
の
発
達
し
た
形

式
が
多
い
。

2
　
平
仲
物
語
に
は
贈
答
歌
が
多
く
、
意
識
的
に
時
間
的
要
素
を
織
込
ん
で
い

る。
さ
て
そ
の
作
品
の
価
値
は
形
式
と
内
容
と
の
統
一
し
た
姿
と
し
て
と
ら
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
う
い
う
見
地
か
ら
み
て
伊
勢
物
語
か
ら
平
価
物
語
へ

の
展
開
は
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
ら
よ
い
の
で
猛
ろ
う
か
。

原
伊
勢
物
語
で
は
全
体
を
業
平
の
自
伝
体
風
に
ま
と
め
よ
う
と
す
る
編
集
的

態
度
は
み
え
で
も
甚
だ
雑
ぱ
く
な
も
の
で
、
時
間
的
要
素
の
乏
し
い
短
い
事
件

の
段
を
積
み
重
ね
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
平
価
物
語
に
な
る

と
、
全
体
的
に
編
集
的
態
度
を
も
ち
な
が
ら
、
各
段
の
事
件
の
中
で
は
時
間
的

要
素
を
意
識
的
に
用
い
て
二
回
以
上
の
単
位
を
連
結
し
、
贈
答
歌
を
連
結
し
、

二
六

こ
う
し
て
い
く
中
に
自
ら
平
良
文
の
人
間
像
を
物
語
的
に
浮
上
ら
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。

伊
勢
物
語
と
並
ん
で
同
じ
歌
物
語
と
い
っ
て
も
、
内
容
形
式
的
に
伊
勢
物
語

の
線
を
も
う
一
歩
物
語
化
の
方
向
に
進
め
た
と
こ
ろ
に
平
価
物
語
の
価
値
が
ぬ

る。

し
か
し
な
が
ら
歌
物
語
と
い
う
枠
内
で
の
試
み
で
あ
っ
た
が
為
に
結
局
は
各

段
の
範
囲
内
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
枠
を
破
っ
て
全
篇
を
貫
く
テ
ー
マ
の
も

と
に
、
持
続
的
に
物
語
ろ
う
と
す
る
動
き
が
次
代
に
到
来
す
る
。
こ
れ
が
和
泉

式
部
物
語
、
多
武
峯
少
将
物
語
、
箕
物
語
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
成
立

は
み
な
平
価
物
語
に
お
く
れ
る
こ
と
数
十
年
か
ら
百
年
の
頃
と
考
え
ら
れ
て
い

る。

結
局
平
仲
物
語
は
、
原
伊
勢
物
語
を
う
げ
で
各
段
の
枠
内
で
精
一
杯
に
物
語

化
を
お
し
進
め
た
作
品
で
お
り
、
和
泉
式
部
物
語
や
多
武
塞
少
将
物
語
や
箋
物

語
を
生
み
だ
す
基
盤
を
き
ず
い
た
と
い
う
過
渡
的
な
意
味
に
お
い
て
特
に
注
目

に
価
す
る
作
品
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
昭
和
三
十
四
年
七
月
十
五
日
脱
稿
）

堤
中
納
言
物
語
の
研
究
史
的
考
察

－
　
富
士
谷
御
杖
の
研
究
に
つ
い
て
　
ー

土
　
　
岐
　
　
武
　
　
治

富
士
谷
御
杖
（
一
七
六
八
－
一
八
二
三
）
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
「
近
世
三

十
六
家
集
略
伝
」
の
上
巻
に
、
次
の
通
り
記
載
し
て
い
る
。

翁
（
成
章
）
の
一
男
成
寿
の
ち
御
杖
と
改
む
。
父
の
志
を
岡
で
其
徒
を
教
示

す
。
最
歌
文
章
一
鉢
を
な
し
て
超
出
せ
り
。
世
々
鳴
、
代
々
柳
川
侯
京
邸
の

守
た
り
。
御
杖
翁
ま
た
騨
筆
に
妙
手
な
り
。
自
ら
雲
井
の
曲
と
称
す
る
妙
曲

を
製
作
し
て
其
徒
に
受
く
。
馨
署
の
徒
に
お
い
て
も
、
秘
曲
と
称
へ
て
伝
ふ

と
そ
。
文
政
五
年
残
す
。
所
薯
の
書
、
百
家
類
業
・
百
家
部
類
抄
・
歌
道
非

唯
抄
・
歌
袋
・
詞
葉
新
羅
・
同
二
編
・
い
れ
ひ
も
・
古
事
記
燈
・
万
葉
集
燈

等
な
り
。
典
侍
何
燈
と
称
す
る
講
書
注
釈
甚
多
　
－

こ
の
よ
う
に
御
杖
は
父
成
章
（
一
七
三
八
－
一
七
七
九
）
の
学
続
を
継
ぎ
、
特

に
和
歌
に
名
の
あ
る
、
京
都
の
国
学
者
の
一
人
で
あ
る
。

御
杖
の
堤
中
納
言
物
語
に
関
す
る
研
究
資
料
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
静
嘉

堂
文
庫
蔵
富
士
谷
御
杖
本
堤
中
納
言
物
語
に
伝
へ
る
書
込
み
と
、
他
に
御
杖
の

随
筆
書
で
あ
る
北
辺
随
筆
（
刊
本
　
四
巻
）
中
に
収
載
す
る
多
少
の
資
料
と
が

現
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
南
本
の
概
略
を
解
説
す
れ
ば
次
の
通

堤
中
納
言
物
語
の
研
究
史
的
考
察

に
な
る
。

㈲
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
富
士
谷
御
杖
本

こ
の
本
は
、
富
土
谷
御
杖
（
一
七
六
八
－
一
八
二
二
）
の
所
蔵
本
を
祖
本
と

な
し
て
、
申
務
少
輔
泰
行
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
も

〔
墨
〕
　
以
北
辺
蔵
書
官
服
書
写
如
本
加
朱
車文

化
元
年
八
月
八
日
　
中
務
少
輔
泰
行

と
あ
る
。
泰
行
（
一
七
七
八
－
一
八
五
八
）
に
つ
い
て
は
、
公
卿
補
任
　
光

従
三
位
安
泰
行
三
十
三
月
廿
三
日
叙
。
故
従
三
位
有
儀
叙
男
。
母
敵
前
権

大
納
言
過
賞
卿
女
。
享
和
元
七
二
十
叙
従
四
位
上
。
（
廿
三
蔵
。
去
正
五
分
）
。

同
二
正
十
四
転
中
務
少
輔
。
（
廿
四
歳
）
。
文
化
二
正
五
叙
正
四
位
下
。
（
廿

七歳）
と
あ
り
、
ま
た
孝
明
天
皇
安
政
五
年
の
条
に
も

従
二
位
　
同
泰
行
八
十
十
二
月
十
九
日
銀
正
二
位
。
（
雑
魚
家
例
。
齢
及
八

句
重
病
之
間
被
覆
許
。
不
可
為
後
例
）
。
同
月
二
十
日
襲
。

と
伝
へ
る
の
で
あ
る
。

二
七
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本
の
大
き
さ
は
縦
二
十
六
糎
七
粍
・
横
十
九
糎
で
、
紙
質
は
美
濃
紙
、
袋
綴

と
な
っ
て
い
る
。
題
窺
な
く
、
垣
接
表
紙
の
中
央
に
「
堤
中
納
言
物
語
」
と

綿
々
大
き
く
記
し
て
い
る
。
本
の
紙
数
は
、
廃
紙
一
枚
、
目
次
一
枚
、
本
文

百
三
枚
、
奥
書
一
枚
、
総
紙
数
百
六
枚
で
あ
る
。
目
次
は
第
二
枚
臼
の
紙
の

裏
に
流
布
系
統
の
順
序
で
、
次
の
通
り
記
載
し
て
い
る
。

花
桜
折
少
将

虫
め
づ
る
姫
君
”

逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言

こ
の
つ
い
で

ほ
ど
ほ
ど
の
け
さ
う

具
合

恩
は
ぬ
か
た
に
と
ま
り
す
る
少
将

繚
女
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い
ず
み

よ
し
な
し
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
十
帖

第
三
枚
目
か
ら
本
文
で
あ
っ
て
、
片
面
入
行
、
一
行
の
字
数
は
十
九
字
内
外

で
、
各
篇
と
も
紙
を
改
め
て
書
き
、
そ
れ
ら
の
当
該
篇
の
題
名
は
、
そ
の
物

語
冒
頭
の
左
側
欄
外
に
細
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
行
間
の
諸
処
に
は
、

「
一
刀
云
」
「
元
素
」
「
成
元
素
」
な
ど
の
見
出
し
で
、
種
々
の
書
込
み
を
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
書
込
み
は
御
枝
の
考
説
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
稀

に
他
の
一
本
を
も
っ
て
校
合
を
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
御
杖
の
筆
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
の
校
合
英
文
は
、
藤
井
乙
男
博
士
旧
蔵
本
（
二

冊
の
本
）
　
に
伝
へ
る
校
合
英
文
と
全
く
符
合
す
る
の
で
あ
る
。

本
書
は
一
冊
の
本
で
あ
る
が
、
元
来
こ
の
本
の
狙
本
は
十
冊
で
あ
っ
た
の

を
、
取
扱
上
一
冊
に
装
計
を
改
め
た
も
の
で
、
そ
の
形
跡
は
本
の
体
裁
の
上

に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
本
文
系
統
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
元
緑
木
と
同
種
で
、

諸
本
分
類
上
第
一
円
、
第
二
類
、
第
四
種
内
に
属
す
の
で
あ
る
。

㊥
　
北
辺
随
筆
（
田
巻
）

二
八

こ
の
書
は
国
学
に
関
す
る
御
杖
の
考
説
を
集
め
た
随
蟹
書
で
あ
る
。
巻
之
一

は
、
志
貴
島
の
道
・
禍
害
・
訓
読
等
の
三
十
八
項
目
。
巻
之
二
は
、
歌
の
巧

拙
・
草
の
汁
・
盛
の
緑
・
曙
酒
等
四
十
七
項
目
。
巻
之
四
は
、
軽
重
先
後
・

耳
は
さ
み
・
本
の
ま
ま
等
三
十
九
項
目
別
に
収
録
し
て
い
る
。
以
上
の
話
頭

日
中
に
は
堤
中
納
言
物
語
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
本
書

に
は
文
政
十
年
丁
亥
正
月
の
自
序
と
皇
都
書
林
洞
逮
堂
　
三
条
通
御
幸
町
大

谷
吉
野
屋
仁
兵
衛
板
と
の
奥
附
が
あ
る
。

こ
れ
ら
南
本
中
に
伝
え
る
御
杖
の
堤
中
納
言
物
語
に
関
す
る
研
究
資
料
の
悉

く
は
、
捕
縛
「
旧
註
集
成
堤
中
納
言
物
語
（
京
都
地
人
書
房
発
刊
）
」
に
網
羅

収
載
し
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
、
そ
の
中
特
に
本
物
語
研
究
上
価
値
あ
る
資

料
を
滞
査
し
て
、
そ
れ
ら
を
学
問
上
か
ら
種
々
批
判
し
、
私
見
を
試
み
た
直
の

で
ぬ
る
。

二

次
に
前
項
の
趣
旨
に
該
当
す
る
御
杖
の
資
料
を
ば
、
行
文
の
必
要
上
、
堤
中

納
言
物
語
に
於
げ
ろ
流
布
系
統
十
篤
の
配
列
順
序
に
従
っ
て
取
り
扱
う
こ
と
に

す
る
。
な
お
右
の
本
よ
り
の
資
料
を
登
載
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
記
載
の
仕
方

と
し
て
、
御
杖
本
の
場
合
に
は
該
当
丁
数
を
、
北
辺
随
筆
か
ら
の
場
合
に
は
蓄

名
・
巻
数
等
を
引
用
の
度
毎
に
明
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

0
は
な
ぎ
く
ら
折
る
少
将

（1）

0
　
月
の
あ
か
ぎ
か
た
に
あ
ふ
ぎ
を
さ
し
か
く
し
て
、
「
つ
き
と
は
な
と
を
」

と
く
ち
ず
き
み
で
云
々
　
（
三
ウ
）

〔
考
異
〕
　
㈲
　
つ
き
と
は
な
と
を
と
－
つ
き
と
は
な
と
を
第
二
円
第
三
類
諸

本
・
第
四
類
第
一
種
諸
本
・
静
荒
壁
文
庫
蔵
横
山
由
清
自
筆
本
・
教
育
大
学

図
書
館
蔵
横
山
血
清
本
。

右
の
本
文
中
、
「
つ
き
と
花
と
を
」
の
引
用
歌
に
つ
い
て
。
御
杖
は
次
の
よ

う
に
書
込
み
を
し
て
い
る
。

元
案
　
あ
た
ら
よ
の
月
と
花
と
を
同
じ
く
は

こ
の
歌
は
後
撰
集
に

月
の
面
白
か
り
げ
ろ
夜
花
を
見
て
　
　
　
　
　
源
信
明

あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
お
な
じ
く
は
心
し
れ
ら
む
人
に
見
せ
ば
や

（
巻
三
　
春
下
）

と
伝
え
る
の
で
あ
る
。
源
信
明
（
九
六
四
残
）
に
つ
い
て
は
作
者
部
類
に
よ
る

と
「
四
位
陸
奥
守
　
右
大
弁
源
公
忠
男
　
康
保
二
年
十
八
卒
」
と
な
っ
て
い
る
。

天
暦
五
年
（
九
五
一
）
に
成
立
す
る
後
撰
集
に
収
載
す
る
源
信
明
の
歌
は
、
右

の
外
に

偉
し
ぎ
を
お
な
じ
心
と
き
く
か
ら
に
我
が
身
を
す
て
て
君
ぞ
か
な
し
き

（
巻
九
　
恋
一
）

思
ひ
ざ
や
遙
ひ
見
ぬ
事
を
い
つ
よ
り
と
数
ふ
ば
か
り
に
な
さ
む
物
と
は

（
巻
十
　
恋
二
）

死
ぬ
死
ぬ
と
開
く
聞
く
だ
に
も
相
見
ね
は
命
を
い
つ
の
世
に
か
残
さ
む

（
巻
十
一
　
恋
三
）

な
ど
が
見
え
、
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
信
明
在
世
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
「
あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
」
の
歌
は
、
信
明
集
に
も

い
き
た
る
に
あ
は
ね
は

あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
同
じ
く
は
哀
れ
し
れ
ら
む
人
に
見
せ
は
や

と
伝
へ
て
い
る
。
信
明
集
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
国
歌
大
系
第
十
二
巻
収
載

「
三
十
六
人
集
　
全
」
の
解
題
中
に
、
「
三
十
六
人
集
の
成
っ
た
の
は
、
後
拾

遺
集
の
後
、
即
ち
堀
河
帝
の
永
保
三
年
（
（
皇
）
一
七
四
六
－
一
七
四
三
の
誤
）

堤
中
納
言
物
語
の
研
究
史
的
考
察

一
九
月
以
後
か
ら
実
家
の
大
納
言
頃
ま
で
で
あ
る
」
と
見
え
る
。
ま
た
久
松
浩

一
博
士
は
日
本
文
学
大
辞
典
の
中
で
、
三
十
六
家
集
の
成
立
に
関
し
、
「
全
部

完
成
し
た
の
は
平
安
朝
時
代
後
期
か
」
と
解
説
し
て
い
る
。
し
か
し
三
十
六
人

集
収
載
の
各
歌
に
つ
い
て
は
、
僧
契
油
（
一
七
二
三
－
一
八
〇
〇
）
　
の
河
社
や

本
居
内
達
（
一
七
九
二
－
一
八
五
五
）
の
「
小
野
小
町
の
考
」
の
中
に
も
、
既

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歌
詞
の
異
同
も
甚
し
く
、
後
人
の
附
会
も
少
く

な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
し
仮
り
に
信
明
集
が
永
保
三
年
（
一
〇
八
一
）
頃
の
成

立
と
推
定
し
て
も
、
堤
中
納
言
物
語
の
「
花
ざ
く
ら
折
る
少
将
」
は
、
大
体
天

喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
成
立
の
「
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
」
と
略
々
同
じ
頃
の

成
立
と
着
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
上
例
文
の
「
つ
き
と
は
な
と

を
」
の
引
用
歌
は
、
当
然
信
明
集
（
一
〇
八
一
）
か
ら
で
な
く
後
撰
集
（
九
五

一
）
の
方
の
歌
を
直
接
の
典
拠
と
し
た
も
の
と
考
え
る
。
殊
に
「
花
ざ
く
ら
折

る
少
将
」
の
上
例
本
文
に
於
げ
ろ
前
後
の
梗
概
は
、
少
納
言
の
君
が
、
「
月
の

光
の
方
に
扇
の
端
を
さ
し
か
ざ
し
て
「
あ
た
ら
夜
の
云
々
」
と
古
歌
を
口
ず
さ

み
な
が
ら
、
桜
の
花
の
方
へ
歩
み
寄
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
の
で
、
こ
の
情
景

は
後
撰
集
の
詞
書
に
「
月
の
面
白
が
り
げ
ろ
夜
花
を
見
て
」
と
あ
る
の
に
近
似

し
て
い
る
と
い
う
点
を
併
せ
考
え
る
と
、
一
層
後
撰
集
の
方
は
信
明
集
の
そ
れ

よ
り
も
、
上
例
本
文
の
内
容
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（2）

㈲
　
ら
う
た
き
も
の
、
ゆ
う
〈
し
く
き
こ
ゆ
。
う
れ
し
く
も
あ
る
か
な
と
お

も
ふ
云
々
　
（
四
ウ
）

〔
考
異
〕
　
（
1
）
　
ゆ
う
〈
し
く
i
－
ゆ
ゑ
〈
し
く
河
嶋
又
生
氏
蔵
契
沖
校

本
・
三
手
文
庫
蔵
今
井
似
閑
自
筆
本
・
神
官
文
庫
蔵
僧
慈
延
自
筆
本
・
李
花

車
文
庫
蔵
本
・
岡
本
保
孝
旧
蔵
本
・
刈
谷
図
書
館
蔵
村
上
忠
順
本
（
二
冊
）
・

藤
井
乙
男
博
士
旧
蔵
本
（
二
間
）
、
ゆ
る
く
し
く
簡
素
堂
文
庫
蔵
嘉
永
本

二
九
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静
義
堂
文
庫
蔵
富
士
谷
御
杖
本
は
、
諸
本
分
類
上
、
第
一
門
、
第
二
類
、
第
四

種
に
所
属
す
る
伝
本
で
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
元
標
本
と
同
種
関
係
を
な
し
、
こ
れ

ら
同
族
諸
本
は
い
づ
れ
も
「
ゆ
う
ゆ
う
し
く
」
と
伝
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
御
杖

は
こ
の
本
文
の
「
う
」
の
右
側
に
「
ゑ
歎
」
と
勇
注
し
て
い
る
。
し
か
も
御
杖
は

こ
の
本
の
諸
所
に
藤
井
乙
男
博
士
本
（
二
冊
）
に
伝
え
る
校
合
と
全
く
符
合
す

る
他
の
一
本
を
も
っ
て
英
文
を
校
合
し
て
い
る
が
、
そ
の
校
合
本
の
所
在
や
全

貌
に
つ
い
て
は
、
今
も
っ
て
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
御
杖
本
の
全
篇

に
亘
る
校
合
英
文
を
現
存
諸
本
の
当
該
個
所
に
照
合
し
て
検
討
す
れ
ば
、
東
北

大
学
図
書
館
蔵
狩
野
文
庫
本
に
最
も
よ
く
近
似
し
、
こ
の
狩
野
本
も
、
「
ゆ
う

〈
し
く
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
御
杖
本
に
用
い
た
校
合
本

も
狩
野
本
の
そ
れ
と
同
じ
本
文
で
あ
っ
た
ろ
う
。
御
杖
は
右
の
発
注
を
施
す
以

前
に
、
こ
の
部
分
を
校
合
本
と
対
照
し
、
南
本
と
も
異
同
な
く
「
ゆ
う
〈
し

く
」
と
本
文
が
符
号
す
る
の
で
、
御
杖
自
身
の
卓
識
に
よ
っ
て
「
ゑ
欺
」
と
不

審
の
注
記
を
書
き
付
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
御
杖
は
「
こ
の
つ
い
で
」
縞

の
「
書
き
ざ
ま
ゆ
え
〈
し
う
云
々
（
一
五
才
）
」
　
と
あ
る
本
文
中
の
「
ゆ
え

〈
し
う
」
に
対
し
て
も
「
え
」
の
右
側
に
「
ゑ
欺
」
と
芳
注
し
、
し
か
も
こ

の
句
に
つ
い
て
、

ゆ
ゑ
づ
き
て
尤
ら
し
く
見
ゆ
る
を
い
ぶ
な
り

と
語
釈
し
て
い
る
程
で
あ
る
か
ら
、
上
例
の
「
ら
う
た
さ
も
の
、
ゆ
う
〈
し

く
を
こ
ゆ
」
の
「
ゆ
う
〈
し
く
」
を
「
ゆ
ゑ
〈
し
く
」
と
批
判
し
、
当
該
本

文
の
意
味
を
も
以
上
の
通
り
注
解
し
た
も
の
と
考
え
る
。
古
典
作
品
中
に
見
え

る
　
「
ゆ
ゑ
〈
し
く
」
　
の
用
例
を
挙
示
す
れ
ば
、
「
い
と
あ
て
は
か
に
ゆ
ゑ

い
い
し
き
声
し
壬
　
（
宇
津
保
物
語
桜
の
上
）
、
「
簾
の
内
に
ゆ
ゑ
〈
し
く

愛
敬
づ
き
た
る
女
の
音
と
し
て
」
　
（
今
昔
物
語
　
巻
廿
四
　
第
六
）
、
「
書
き
ざ

三
〇

ま
ゆ
ゑ
〈
し
う
を
か
し
か
り
し
に
こ
そ
」
（
堤
中
納
言
物
語
　
こ
の
つ
い
で
）

な
ど
あ
り
、
今
日
の
堤
中
納
言
物
語
の
多
く
の
注
釈
書
も
、
前
述
の
当
該
個
所

は
「
ゆ
ゑ
〈
し
く
」
の
本
文
に
従
っ
て
い
る
の
で
ぬ
る
。

臼
　
こ
の
つ
い
で

0
∴
お
と
な
だ
つ
さ
い
将
の
き
み
、
「
な
に
事
に
か
侍
ら
ん
、
つ
れ
′
ぐ
に
お

ぼ
し
め
さ
れ
侍
る
に
申
さ
せ
給
へ
」
と
そ
ゝ
の
か
せ
は
、
「
さ
ら
ば
つ
い
た

ま
は
ん
と
す
や
」
と
て
（
一
一
才
）

〔
考
異
〕
　
（
1
）
　
さ
ら
ば
つ
い
た
ま
は
ん
と
す
や
～
さ
ら
ば
つ
い
た
ま
は
ん

と
き
や
す
第
一
門
第
一
類
諸
本
・
第
三
円
第
一
類
諸
本
、
さ
ら
ば
つ
い
た
ま

は
ん
と
す
ぞ
第
二
門
第
三
類
諸
本
、
さ
ら
ば
つ
い
た
ま
は
ん
と
す
る
第
二
門

第
三
類
第
四
種
諸
本
、
さ
ら
ば
つ
い
た
ま
は
ん
す
薗
暦
本

御
杖
は
、
右
の
し
「
さ
ら
ば
つ
い
た
ま
は
ん
と
す
や
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

書
込
み
を
な
し
て
い
る
。

継
欺
付
敷
、
元
案
継
ナ
ル
ベ
シ
、
此
物
語
ツ
タ
ル
ア
ト
三
ナ
ツ
ヅ
ケ
テ
皆
ハ

ナ

シ

タ

マ

フ

ル

心

欺

ト

ト

へ

ル

ナ

リ

ま
た
日
尾
荊
山
（
一
七
七
八
－
一
八
五
九
）
は
当
時
蔵
す
る
写
本
（
静
嘉
堂
文

庫
蔵
日
尾
荊
山
本
）
の
当
該
個
所
の
本
文
に
つ
い
て
、

直
暦
（
蔚
山
）
去
、
つ
い
給
は
ん
ず
に
で
、
此
話
の
あ
と
を
か
た
り
つ
ぐ
を

言
ふ

と
頭
注
し
て
を
り
、
上
野
図
喜
館
蔵
榊
原
家
蔵
本
（
一
冊
）
に
は
、
伴
直
方

（
一
八
四
二
残
）
の
頭
注
は
次
の
通
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

直
、
続
給
は
ん
也
、
話
の
部
を
つ
ゞ
け
給
は
ゞ
と
也

な
お
日
本
文
学
会
蓄
第
四
縞
収
載
の
堤
中
納
言
物
語
で
は
、
上
例
文
の
頭
注
と

して。

つ
い
は
そ
の
ま
ま
一
寸
な
ど
の
義
な
り
、
け
れ
ど
こ
こ
に
て
は
通
ぜ
ず
。
思

ふ
に
こ
こ
な
る
は
対
の
義
に
て
、
こ
れ
に
対
す
る
話
せ
ん
と
の
恵
な
る
べ
し
。

と
伝
え
る
。
今
日
の
註
釈
書
類
の
多
く
も
、
御
杖
本
や
諸
本
分
類
上
第
二
門
第

三
類
第
四
種
の
諸
本
に
伝
え
る
「
さ
ら
ば
つ
い
た
ま
は
ん
と
す
や
」
と
い
う
本

文
を
採
択
し
、
そ
の
憲
味
を
「
そ
ん
な
ら
私
の
話
の
跡
を
継
い
で
あ
な
た
方
も

話
し
て
下
さ
る
か
。
」
　
と
の
如
く
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
注
解
は
、

既
に
富
士
谷
御
杖
に
よ
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

e
む
し
め
づ
る
姫
君
（
l
）

の
　
か
は
む
し
に
ま
ざ
る
ゝ
ま
へ
の
け
の
す
ゑ
に
あ
た
る
ば
か
り
の
人
は
な
き

か
な
（
二
九
才
）

〔
考
異
〕
　
ま
へ
ー
ま
ゆ
日
尾
荊
山
本
・
狩
野
文
庫
本
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
嘉
永

本
・
第
三
門
第
一
類
第
一
種
諸
本
、
ま
つ
他
諸
本

富
士
谷
御
杖
は
、
右
の
本
文
中
の
「
ま
へ
」
の
右
側
に
、
「
ま
つ
欺
÷
「
ま
ゆ

欺
」
と
二
様
の
勇
注
し
て
い
る
の
で
ぬ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
伊
勢
貞
丈
（
一

七
一
五
－
一
七
八
四
）
は
、
そ
の
著
「
安
斎
随
筆
」
巻
十
二
や
船
艦
訓
の
車
で
、

次
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
ば
む
し
は
今
け
む
し
と
云
虫
な
り
、
こ
れ
は
右
馬
す
げ
が
歌
に
か
ば
む
し

に
ま
ざ
る
ゝ
ま
へ
の
け
と
よ
め
り
。
ま
へ
の
け
は
、
か
の
姫
君
の
前
陰
の
毛

也
や
。
毛
虫
に
ま
ざ
る
ゝ
と
あ
ざ
け
り
よ
め
る
な
り
。

大
野
広
域
（
一
八
四
一
致
　
静
嘉
堂
文
庫
蔵
大
野
広
域
自
筆
本
）
や
横
山
由
清

（
一
八
二
六
－
一
八
七
九
　
静
義
堂
文
庫
蔵
横
山
由
滝
本
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
当

時
所
持
す
る
括
地
内
の
自
筆
本
に
「
ま
へ
の
け
陰
毛
ナ
リ
ト
貞
丈
云
ヘ
リ
」
と

上
述
の
貞
丈
説
を
要
約
し
て
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
喜
多
村
信
節
（
一
七
八
四

－
一
八
五
六
）
は
、
彼
の
著
「
嬉
遊
笑
覧
戎
間
付
録
」
の
中
で
、

堤
中
納
言
物
語
の
研
究
史
的
考
察

葦
納
言
物
語
籍
望
繁
競
矯
め
づ
出
る
ひ
め
君
の
巻

あ
る
人
々
は
心
づ
き
た
る
あ
る
べ
し
、
さ
す
が
に
い
と
を
し
と
て
、
人
に
似

ぬ
心
の
う
ち
は
か
は
む
し
の
名
を
と
ひ
て
こ
そ
い
は
ま
は
し
け
れ
、
む
ま
の

俊
、
か
ば
虫
に
ま
ざ
る
、
ま
へ
の
け
の
す
ゑ
に
あ
た
る
ば
か
り
の
人
は
な
き

か
な
、
と
い
ひ
て
わ
ら
ひ
て
返
り
ぬ
め
り
。
顕
る
に
和
名
抄
に
、
兼
名
濯
云
、

叢
一
名
鳥
毛
虫
糀
㌔
と
見
え
て
、
今
い
ふ
毛
む
し
や
。
彼
磐
の
陰

毛
を
毛
む
し
に
な
ず
ら
へ
て
、
か
ら
や
う
の
も
の
好
み
給
ふ
故
に
、
か
た
ら

ひ
よ
る
人
も
あ
ら
じ
と
嘲
り
た
る
な
る
べ
し

と
見
え
、
喜
多
村
信
節
も
伊
勢
貞
丈
同
様
に
「
ま
へ
の
け
」
の
本
文
に
従
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

上
例
の
考
異
欄
に
記
載
す
る
通
り
、
諸
本
の
種
類
に
よ
っ
て
、
「
ま
ゆ
」
「
ま

つ
」
　
「
ま
へ
」
な
ど
の
異
文
を
伝
え
て
い
る
が
、
原
文
は
「
ま
ゆ
」
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
「
ゆ
（
遊
）
」
の
草
体
が
字
形
の
近
似
す
る
「
へ
　
（
遍
）
」
の
草
体

に
紛
れ
、
更
に
二
転
し
て
「
へ
」
が
「
つ
」
に
も
誤
っ
て
、
遂
に
　
「
ま
へ
」

「
ま
つ
」
等
の
誤
謬
英
文
が
派
生
し
た
も
の
で
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
物
語
の
内

容
を
吟
味
す
れ
ば
、
前
半
の
本
文
中
に
「
人
は
す
べ
て
つ
く
ろ
う
と
こ
ろ
あ
る

は
わ
ろ
し
と
て
、
ま
ゆ
さ
ら
に
ぬ
き
給
は
ず
、
は
ぐ
ろ
め
さ
ら
に
う
る
さ
し
、

き
た
な
し
と
て
つ
け
給
は
ず
」
と
か
、
「
け
し
か
ら
ず
ぼ
う
そ
く
な
り
と
で
、

い
と
ま
ゆ
ぐ
ろ
に
で
な
ん
に
ら
み
け
る
」
な
ど
の
地
の
文
が
あ
り
、
更
に
姫
君

を
取
り
囲
む
女
房
達
は
「
か
ら
し
や
、
ま
ゆ
は
し
も
か
ば
む
し
だ
ち
め
り
、
さ

て
は
ぐ
さ
は
、
か
ば
の
む
け
た
る
に
や
あ
ら
ん
」
と
い
う
よ
う
に
。
姫
君
の
眉

を
「
か
は
む
L
L
に
比
喩
し
、
そ
の
容
貌
を
批
評
し
て
い
各
の
で
あ
る
。
殊
に

上
記
の
歌
の
「
ま
ゆ
」
は
修
辞
上
「
眉
」
に
「
繭
を
懸
け
て
技
巧
を
弄
し
て
い

る
と
い
う
諸
点
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
原
文
は
「
か
わ
む
し
に
ま
ざ
る
ゝ
ま
ゆ
」

三
一
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右　北　権　中

大ここノ　ノ＝ノ

方　少　君

将

33

と
推
測
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
か
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
御
杖
が
、

「
ま
つ
欺
（
末
の
意
）
」
÷
ま
ゆ
歎
」
と
勇
注
す
る
二
つ
の
車
「
ま
ゆ
欺
」
の
推

定
が
正
当
で
あ
る
。

㈲
　
あ
ふ
さ
か
こ
え
ぬ
権
中
納
言

0
　
こ
ざ
い
し
や
う
の
っ
ぽ
ね
に
ま
づ
お
は
し
て
、
「
心
を
さ
な
く
と
り
よ
せ

給
ひ
し
が
心
ぐ
る
し
さ
に
、
わ
か
〈
し
き
心
ち
す
れ
ど
、
あ
さ
か
の
ぬ
ま

を
た
づ
ね
て
侍
り
、
さ
り
と
も
ま
け
給
は
じ
」
と
あ
る
ぞ
た
の
も
し
き
。

（三八才）

右
の
本
文
の
「
心
を
さ
な
く
と
り
よ
せ
給
ひ
し
」
に
つ
い
て
、
御
杖
は
左
の
よ

う
な
勇
注
を
施
し
て
い
る
。

元
案
、
ワ
ガ
如
キ
者
ヲ
万
人
ニ
タ
ノ
マ
ル
、
心
ガ
ヲ
サ
ナ
キ
ト
ナ
ル
、
、
ヘ
シ
。

心
ナ
キ
我
ヲ
モ
フ
カ
ク
思
ヒ
タ
ド
ラ
デ
ト
ノ
心
ナ
ル
べ
シ
。

冒
頭
の
用
例
本
文
の
対
話
の
個
所
は
、
こ
の
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
中
納
言
が

小
宰
相
の
部
屋
に
お
出
で
に
な
っ
て
の
対
談
で
あ
る
。
「
心
を
さ
な
く
と
り
よ

せ
結
び
L
L
の
恵
は
、
「
甚
考
へ
も
な
く
私
を
味
方
に
お
引
き
入
れ
に
な
っ
た

の
は
お
気
の
毒
で
」
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
御
杖
は
、
中
納
言
の
意
中
に
内
在

す
る
気
持
を
も
含
め
て
周
到
な
解
釈
を
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑮
∴
お
も
は
ぬ
方
に
と
ま
り
す
る
少
将

0
　
若
大
将
の
御
子
の
少
将
、
し
る
よ
し
あ
り
て
、
い
と
せ
ち
に
き
こ
え
わ
た

り
給
ひ
し
か
ど
云
々
　
（
五
七
ウ
）

右
の
「
し
ろ
よ
し
」
に
つ
い
て
、
御
杖
は
次
の
如
く
注
記
し
て
い
る
。

元
案
、
コ
レ
ラ
以
テ
恩
へ
バ
伊
勢
物
語
ノ
し
る
よ
し
し
て
ト
イ
ヘ
ル
モ
領
分

ナ

ド

ア

ル

心

ト

イ

ヘ

ル

ハ

誤

ナ

リ

。

只

故

ア

リ

テ

ソ

コ

ヲ

シ

リ

テ

ス

ト

云

心

也

三
二

伊
勢
貞
丈
は
、
彼
の
著
「
安
斎
随
筆
」
巻
十
二
の
中
で
、
「
知
由
」
に
つ
い
て
、

次
の
通
り
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
ろ
よ
し
堤
中
納
言
物
語
、
恩
は
ぬ
か
た
に
と
ま
り
す
る
少
将
の
巻
に
云
、

大
納
言
の
姫
君
ふ
た
り
も
の
し
給
ひ
誠
に
も
の
語
り
に
か
さ
つ
け
た
る
あ
り

さ
ま
に
お
と
る
ま
じ
く
。
（
中
略
）
い
と
せ
ち
に
聞
え
わ
た
り
給
ひ
し
か
ど

云
々
。

貞
丈
い
ふ
、
伊
勢
物
語
に
は
春
日
の
里
に
し
る
よ
し
し
て
か
り
に
い
に
け
る

と
あ
る
を
、
古
津
に
知
る
由
と
は
、
知
行
所
の
事
に
て
業
平
の
領
地
と
い
へ

り
、
予
は
し
ろ
よ
し
と
は
知
る
由
に
て
相
知
り
て
交
る
べ
き
由
あ
る
人
と
云

事
、
か
り
に
い
に
け
り
と
は
、
が
の
人
の
家
に
か
り
そ
め
に
や
ど
り
留
り
居

た
る
事
な
る
べ
し
と
、
か
ね
て
恩
ひ
し
に
、
今
此
堤
中
納
言
物
語
を
よ
み
て

予
が
考
の
い
た
づ
ら
な
ら
ぬ
事
を
よ
ろ
こ
び
ぬ
。

大
野
広
城
は
上
記
標
注
本
の
当
該
個
所
に
、
こ
の
貞
丈
説
を
引
用
転
載
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
伴
信
友
（
一
七
七
三
－
一
八
四
六
）
は
、
そ
の
薯
「
比
古

婆
衣
」
で
、

堤
中
納
言
物
語
お
も
は
ぬ
か
た
に
と
ま
り
す
る
少
将
の
巻
に
、
大
納
言
の
姫

事
一
人
物
し
給
ひ
云
々
、
い
と
こ
ゝ
ろ
ば
そ
く
お
は
せ
し
に
、
右
大
将
の
御

子
の
少
将
し
る
よ
し
あ
り
て
い
と
せ
ち
に
き
こ
え
わ
た
り
給
ひ
し
か
ど
云
々
、

と
あ
る
し
る
よ
し
あ
り
て
ほ
、
こ
ぼ
正
し
く
知
れ
る
由
縁
あ
る
人
と
い
へ
る

な
り
。
（
十
八
の
巻
「
し
る
よ
し
し
て
か
り
に
い
に
け
り
」
の
条
）

と
説
明
し
て
い
る
。

い
ま
上
載
諸
家
達
が
難
ず
る
対
象
の
伊
勢
物
語
「
し
ろ
よ
し
」
の
旧
注
を
調

査
す
る
に
、

O
L
る
よ
し
と
は
知
行
の
所
あ
る
を
い
ふ
詞
は
下
に
も
あ
り
云
々
（
伊
勢
物
語

愚
見
抄
）

○
し
ろ
よ
し
ゝ
て
と
は
業
平
の
知
行
有
り
し
也
、
奈
良
の
京
は
は
や
此
京
へ
う

っ
さ
れ
て
旧
都
に
な
れ
ど
も
い
ま
だ
業
平
の
旧
宅
も
あ
り
領
地
も
あ
り
し
ほ

ど
に
狩
し
に
行
き
て
あ
そ
ぶ
也
（
直
解
）

O
L
る
よ
し
は
知
行
の
事
な
り
奈
良
の
京
は
此
京
へ
う
つ
さ
れ
て
古
き
都
な
れ

ど
も
未
だ
業
平
の
旧
宅
も
あ
り
、
領
地
も
あ
る
べ
し
云
々
　
（
伊
勢
物
語
閲
疑

抄）
な
ど
見
え
、
御
杖
の
云
う
「
伊
勢
物
語
ノ
し
ろ
よ
し
し
て
ト
イ
ヘ
ル
モ
領
分
ナ

ド
ア
ル
心
ト
イ
ヘ
ル
ハ
誤
ナ
リ
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
古
注
の
意
を
対
象
と
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
堤
中
納
言
物
語
の
上
例
本
文
「
し
ろ
よ
し
」
に
つ
い
て
は
、

今
日
の
諸
注
釈
本
も
御
杖
と
同
様
な
解
釈
を
与
え
て
い
る
。

㈲
　
こ
の
右
大
臣
殿
ゝ
大
将
は
、
右
大
臣
の
き
た
の
か
た
の
御
せ
う
と
に
も
の

し
給
へ
は
（
六
二
ウ
）

〔
考
異
〕
　
（
1
）
　
右
大
臣
－
右
大
将
東
北
大
学
図
書
館
蔵
狩
野
文
庫
本

御
杖
は
右
の
「
右
大
臣
の
き
た
の
か
た
」
の
「
臣
」
の
右
側
に
「
将
欺
」
と
注

記
し
て
い
る
。
い
ま
御
杖
の
推
定
す
る
本
文
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
本
物
語
の

人
物
関
係
は
次
の
通
り
に
な
る
。

故
大
納
言

故
母
北
ノ
方

堤
中
納
言
物
語
の
研
究
史
的
考
察

現
存
諸
本
車
、
こ
の
よ
う
な
本
文
を
伝
来
す
る
写
本
に
は
、
考
異
聞
に
も
例
語

す
る
通
り
東
北
大
学
図
書
館
蔵
狩
野
文
庫
本
の
一
本
の
み
で
あ
る
。
右
の
本
文

批
判
や
人
物
関
係
に
つ
い
て
の
委
細
な
解
説
は
、
既
に
拙
者
「
堤
中
納
言
物
語

新
釈
」
収
載
の
当
該
簾
の
語
釈
欄
及
び
雑
誌
「
論
究
日
本
文
学
」
昭
和
二
十
九

年
創
刊
号
収
載
拙
稿
「
季
花
亭
文
庫
本
と
そ
の
研
究
」
に
論
述
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
場
合
そ
の
記
載
の
重
複
を
ば
本
論
に
避
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
こ
の

機
会
に
上
記
の
拙
稿
を
多
少
増
補
す
る
範
囲
で
、
次
に
前
述
の
問
題
点
を
桜
討

す
る
こ
と
に
す
る
。
上
例
の
文
章
の
前
に
「
右
大
臣
の
少
将
を
ぽ
こ
ん
の
少
将

と
ぞ
さ
こ
ゆ
る
」
と
見
え
、
し
か
も
「
ど
ん
少
将
は
大
将
殿
の
う
へ
の
御
か
ぜ

の
け
お
は
す
る
に
こ
と
つ
け
て
、
れ
匠
の
と
ま
り
給
へ
る
に
云
々
」
と
あ
っ
て
、

北
の
方
の
兄
に
当
た
る
権
少
将
は
右
大
将
の
北
の
方
（
権
少
将
の
妹
）
が
風
邪

ぎ
み
で
あ
ら
わ
れ
る
の
を
口
実
に
し
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
右
大
将
の
邸
に
泊

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
物
語
の
構
成
上
か
ら
右

の
問
題
を
考
察
す
れ
ば
、
当
然
上
例
本
文
は
「
右
大
臣
殿
ゝ
少
将
は
、
右
大
将

の
き
た
の
か
た
の
御
世
う
と
に
も
の
し
給
へ
ば
云
々
」
と
の
如
く
、
圏
点
の
個

所
は
「
右
大
将
」
と
な
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
存
諸
本
の
「
右
大
臣
」
の
「
臣
」

は
原
本
「
右
大
将
」
の
「
将
」
か
ら
の
草
体
の
字
形
近
似
が
原
因
す
る
誤
謬
転

化
に
よ
る
も
の
で
、
従
っ
て
こ
の
よ
う
に
推
測
す
れ
ば
、
御
杖
の
「
右
大
将
欺
」

と
い
う
推
定
は
誠
に
卓
見
と
賞
す
べ
き
で
あ
る
。

閑
　
は
い
ず
み

心
ち
も
い
と
か
な
し
れ
ば
、
な
く
く
は
づ
か
し
げ
な
る
も
の
や
か
せ
な
ど

す
る
（
八
八
才
）

御
杖
は
右
の
「
は
づ
か
し
げ
な
る
も
の
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
書
込
み
を
施

し
て
い
る
。

三
三



3435

元
云
、
交
叉
ハ
手
ナ
ラ
ヒ
ナ
ド
ノ
類
ナ
ル
べ
シ

文
学
全
書
第
四
編
収
載
「
堤
中
納
言
物
語
」
の
頭
注
で
は
「
な
く
〈
云
々
は

詳
な
ら
ず
」
と
伝
え
る
が
、
「
は
づ
か
し
げ
な
る
も
の
」
と
は
、
人
に
見
ら
れ

て
恥
し
い
よ
う
な
も
の
と
の
意
で
あ
り
、
従
っ
て
右
の
御
杖
の
書
込
み
は
、
こ

の
内
容
を
具
体
的
に
解
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㊥
　
よ
し
な
ご
と

び
や
う
ぶ
も
よ
う
侍
。
か
ら
ゑ
・
や
ま
と
ゑ
・
ぬ
の
び
や
う
ぶ
に
て
も
、
も

ろ
こ
し
の
こ
か
ね
を
へ
り
に
み
か
き
た
る
に
も
あ
れ
、
し
ら
ぎ
の
た
ま
を
く

ぎ
′
に
う
ち
た
る
に
ま
れ
、
こ
れ
な
く
は
、
あ
じ
ろ
び
や
う
ぶ
の
や
れ
た
る
に

も
か
し
給
へ
。
た
ら
ひ
や
侍
る
。
ま
ろ
た
ら
ひ
に
ま
れ
、
う
ち
た
ら
ひ
に
も

あ
れ
、
か
し
た
ま
へ
。
（
一
〇
〇
ウ
）

〔
考
異
〕
　
や
れ
た
る
に
も
ー
や
れ
た
る
に
も
あ
れ
日
尾
荊
山
本
・
池
田
亀
鑑

博
士
本
・
萩
原
宗
固
本
・
滝
川
冨
山
翁
本
・
岩
崎
美
隆
旧
蔵
本
・
黒
川
家
旧

蔵
本
・
日
本
大
学
図
書
館
所
蔵
本
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
尚
古
文
庫
本

富
士
谷
御
杖
は
こ
の
「
や
れ
た
る
に
も
」
の
本
文
に
つ
い
て
、
「
や
れ
た
る
に

も
あ
れ
欺
」
と
の
形
式
で
本
文
の
行
間
に
勇
注
し
て
い
る
の
で
ぬ
る
。
今
井
似

閑
（
一
六
五
七
l
七
二
三
）
本
に
も
、
「
や
れ
た
る
に
も
誇
れ
欺
」
と
伝
え
、

ま
た
季
花
亭
文
庫
集
に
「
や
れ
た
る
に
も
あ
れ
か
し
給
へ
」
と
見
え
る
が
、
こ

れ
は
藤
岡
作
太
郎
博
士
の
筆
に
よ
る
朱
注
で
あ
る
。
上
例
本
文
に
つ
い
て
は
既

に
こ
の
よ
う
な
批
判
も
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
こ
の
「
あ
れ
」
の
有
無
い

づ
れ
が
妥
当
か
を
、
上
例
文
の
修
辞
上
か
ら
検
討
す
る
に
、
「
や
れ
た
る
に
も

あ
れ
歎
」
の
上
の
「
み
が
さ
た
る
に
も
あ
れ
」
「
う
ち
た
る
に
ま
れ
」
は
互
に

対
を
な
し
、
殊
に
「
こ
れ
な
く
ば
あ
じ
ろ
び
ょ
う
ぶ
の
や
れ
た
る
に
も
誇
れ
欺

か
し
給
へ
」
と
、
す
ぐ
こ
の
後
の
「
そ
れ
な
く
は
か
け
た
ら
ひ
に
ま
れ
か
し
給

三
四

へ
」
と
は
文
派
上
対
応
の
関
係
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
、

上
記
の
「
あ
れ
」
の
有
す
る
本
文
が
適
当
し
て
お
り
、
御
杖
の
推
定
は
適
切
で
あ

▲る。

三

以
上
叙
述
す
る
富
士
谷
御
杖
の
研
究
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
訓
話
注
釈
に
関

す
る
も
の
と
、
本
文
批
判
に
関
す
る
も
の
と
に
纏
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
御
杖

以
前
、
本
物
語
に
関
す
る
訓
話
注
釈
的
な
研
究
の
諸
家
に
は
、
僧
契
沖
（
一
六

四
〇
－
一
七
〇
一
）
・
僧
慈
延
　
（
一
八
〇
五
穀
）
　
な
ど
で
ぬ
る
が
、
そ
の
研
究

の
特
徴
は
本
文
の
引
歌
・
類
語
等
に
専
念
し
、
殊
に
語
釈
に
は
周
例
文
を
多
く

掲
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
本
文
の
意
味
を
設
定
し
ょ
う
ど
す
る
傾
向
が

強
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
御
杖
の
解
釈
は
単
に
辞
書
的
な
講
義
に
終
始
す
る

こ
と
な
く
、
物
語
の
内
容
に
則
応
す
る
こ
と
に
そ
の
主
体
を
置
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
例
え
ば
前
記
「
こ
の
つ
い
で
」
の
0
、
「
む
し
め
づ
る
姫
君
」
の
0

「
逢
坂
こ
え
ぬ
権
中
納
言
」
の
0
、
「
は
い
ず
み
」
の
0
な
ど
の
個
所
を
一
瞥

し
て
も
納
得
出
来
る
よ
う
に
、
そ
の
語
義
を
敷
術
し
て
表
現
に
内
在
す
る
意
味

を
把
握
し
、
綿
々
常
識
的
な
難
点
も
多
少
あ
る
が
、
よ
く
作
者
の
意
識
の
流
れ
、

登
場
人
物
の
心
理
の
動
き
を
捉
え
て
注
解
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
質

が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
御
杖
は
一
つ
の
語
句
に
注
解
を
施
す
場
合
に
は
、

出
来
る
だ
け
そ
の
語
句
の
意
味
、
用
法
と
同
種
の
例
文
を
他
作
品
よ
り
引
用
す

る
こ
と
に
心
掛
け
て
い
る
。
例
え
ば

お
も
は
ず
に
わ
が
手
に
な
る
ム
あ
づ
さ
弓
ふ
か
き
ち
ぎ
り
の
ひ
け
ば
な
り
け

り
（
お
も
は
ぬ
か
た
に
と
ま
り
す
る
少
将
　
六
九
ウ
）

の
歌
の
「
ち
ぎ
り
の
ひ
け
ば
云
々
」
の
右
側
に

元
案
宿
縁
ノ
事
也
、
源
氏
こ
す
く
せ
の
ひ
く
か
た
は
つ
る
め
れ
ば
ト
カ
1

レ
タ
ル
ニ
同
ジ

と
勇
注
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
し
、
現
に
前
述
の
「
し
ろ

よ
し
し
て
」
の
注
釈
の
処
理
の
仕
方
も
こ
れ
と
全
く
同
一
な
方
法
を
取
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
御
杖
は
解
釈
に
当
た
っ
て
は
、
こ
と
ば
の
背
後
に
ひ
そ
む
心
理

的
な
も
の
を
重
ん
ず
る
と
同
時
に
、
右
の
如
く
そ
の
こ
と
ば
の
客
観
性
に
留
意

し
、
よ
り
実
証
的
な
態
度
で
注
釈
に
当
た
っ
て
い
る
。
た
だ
御
杖
は
右
の
方
法

を
更
に
学
問
化
し
、
広
く
全
篇
の
重
要
語
句
を
対
象
と
し
て
体
系
的
に
取
扱
う

と
い
う
こ
と
も
な
く
、
且
つ
ま
た
こ
の
よ
う
な
御
杖
の
研
究
は
向
後
の
堤
中
納

言
物
語
研
究
諸
家
の
目
に
留
っ
て
、
学
問
上
の
示
唆
影
響
を
与
え
る
機
会
も
な

く
、
今
日
に
至
っ
た
こ
と
は
、
研
究
上
誠
に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

御
杖
の
本
文
批
判
に
つ
い
て
の
事
情
は
前
述
通
り
で
あ
る
が
、
上
記
の
一
本

に
よ
っ
て
全
篇
に
施
す
校
合
数
は
、
「
花
ざ
く
ら
を
る
少
将
」
六
、
「
こ
の
つ

い
で
」
四
、
「
虫
め
づ
る
姫
君
」
八
、
「
ほ
ど
く
の
け
さ
う
」
四
、
「
あ
薫

き
か
こ
え
ぬ
権
中
納
言
」
六
、
「
か
び
通
は
せ
」
一
、
．
「
恩
は
ぬ
か
た
に
と
ま

り
す
る
少
将
」
三
、
「
は
な
だ
の
女
御
」
　
「
　
「
は
い
ず
み
」
二
、
「
よ
し
な

し
こ
と
」
八
、
総
計
四
十
三
個
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
校
合
本
文
の
殆

ん
ど
は
、
底
本
の
誤
謬
・
脱
字
及
び
本
文
不
明
個
所
へ
当
て
ら
れ
て
居
り
、
し

か
も
そ
れ
ら
の
異
文
の
性
格
は
、
い
づ
れ
も
諸
本
に
伝
来
す
る
流
布
本
文
に
属

す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
元
来
堤
中
納
言
物
語
の
現
存
諸
本
は
、
い
づ
れ
も

本
文
上
相
当
不
審
個
所
の
多
い
も
の
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
を
検
討
す
れ

ば
、
そ
れ
ら
の
異
文
の
殆
ん
ど
は
、
書
写
の
形
式
に
よ
っ
て
無
意
識
に
過
誤
を

発
生
す
る
転
化
現
象
で
あ
っ
て
、
他
の
古
典
作
品
に
見
え
る
よ
う
な
、
筆
者
の

私
意
に
よ
る
大
き
な
加
除
訂
正
な
ど
の
形
跡
は
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

上
記
の
通
り
御
杖
の
校
合
目
的
は
、
英
文
相
互
の
適
否
を
区
別
し
た
り
、
原
文
の

堤
中
納
言
物
語
の
研
究
史
的
考
察

復
元
、
又
は
諸
本
系
譜
の
樹
立
を
目
指
す
な
ど
の
高
度
的
な
批
判
の
た
め
で
な

く
、
手
近
か
な
一
本
の
校
合
に
よ
っ
て
、
右
の
事
情
に
な
る
不
審
本
文
の
恵
味

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
意
図
か
ら
の
処
置
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
御
杖
の
本

文
批
判
の
態
度
は
頗
る
慎
重
で
、
不
審
本
文
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
一
本
を

比
較
し
て
そ
の
異
文
を
右
側
に
記
載
し
、
一
方
校
合
に
よ
っ
て
も
、
な
お
意
味

の
納
得
し
難
い
場
合
に
は
、
直
ち
に
懇
意
に
よ
っ
て
本
文
を
改
熊
す
る
こ
と
な

く
、
当
該
本
文
に
「
本
ノ
マ
1
」
　
「
欺
」
な
ど
の
勇
注
を
加
え
る
程
度
に
と
ど

め
、
原
文
を
鄭
重
に
取
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

堤
中
納
言
物
語
の
本
文
を
校
合
の
所
作
に
よ
っ
て
確
立
し
よ
う
と
云
う
方
法

は
、
他
の
作
品
の
場
合
よ
り
も
相
当
遅
れ
、
そ
れ
が
右
の
通
り
御
杖
に
よ
っ
て

初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
御
杖
の
校
合
は
、
手
近
か
な

一
本
の
比
較
に
よ
っ
て
、
原
文
の
意
味
・
本
文
の
正
当
性
を
判
定
し
ょ
う
と
す

る
範
囲
に
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
清
水
浜
臣
（
一
七
七
六
～
一
八
二

四
）
・
大
野
広
域
（
一
八
四
一
枝
）
・
伴
信
友
（
一
七
七
三
－
一
八
四
六
）
の
頃

に
な
る
と
、
特
徴
本
文
を
持
つ
数
本
の
伝
本
を
採
択
し
て
校
合
し
、
綿
密
に
英

文
相
互
の
関
係
を
検
討
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

昭
三
三
・
一
一
・
一
五
稿

昭
三
四
・
六
・
二
　
楠


